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岡山市では近年、歴史や自然などの豊かな地域資源を背景に、国際的な交流や学びの場を創出してきま
した。昨年 10月に岡山市で開催された「第 14回グローバル RCE 会議」では、世界各国から関係者が
集い、持続可能な開発のための教育（ESD）の活動成果と今後の方向性について活発な議論が行われまし
た。この会議を通じて、本市が長年取り組んできた ESDの重要性が改めて認識され、地域から世界へと
つながるネットワークを築く貴重な機会となりました。
また、岡山市は文学を生かしたまちづくりにも取り組んでいます。2023年10月には、日本で初めて「ユ

ネスコ創造都市ネットワーク・文学分野」に認定されました。これを記念して本年２月には「文学創造都
市おかやま国際会議シンポジウム」を開催し、スコットランド・エディンバラの事例紹介や、国際的に活
躍する作家による特別対談などが行われ、多くの参加者の関心を集めました。本市における初めてのユネ
スコ創造都市ネットワーク関連国際会議の開催となり、市民が多様な文化に触れる機会を創出するととも
に、文学を通じた国際的な交流の可能性を広げる契機となりました。
こうした取り組みの背景には、岡山市が目指す都市の姿があります。本市では現在、今後 10年間のま

ちづくりの方向性を示す「岡山市第七次総合計画」に基づき、多様性を尊重しながら、誰もが自分らしく
活躍できる持続可能な都市の実現を目指しています。国際化が進展する中で、地域に暮らす外国人市民の
存在はますます重要となっており、多文化共生の取り組みは地域社会の活力を支える大きな要素となって
います。
そのため岡山市では、「岡山市多文化共生社会推進プラン」を基盤として、外国人市民が安心して生活

できる環境づくりを進めています。この取り組みの一環として、生活に必要な日本語を学ぶことができる
日本語教室を運営しており、本年２月には「入門クラス」を新設し、既存の「初中級クラス」と併せて、
多様な学習ニーズに応える機会を提供しています。日本語教室には、学習の場としてだけではなく、地域
の日本人と外国人が互いに交流し、支え合う場を広げることで、多文化共生の理念が地域の中で育まれる
ことを期待しています。
岡山市は中四国のクロスポイントに位置し、交通の利便性に優れており、世界から多くの外国人が訪れ、

地域社会を支える重要な一員となっています。今後も引き続き、市民同士の交流の輪を広げ、互いに支え
合う地域社会を築くことで、さらに活力ある都市として発展するとともに、多様性を生かし、世界から愛
される岡山市となるよう取り組んでまいります。
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